
Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

コ ン ク リート工 学年次 論 文 報告 集，Vol．21，　 No ．2，1999

論文　各種混和材が フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ
ー トの 分離抵抗性 に 及ぼ す

影響 に 関す る研究

王 　迎華
’1 ・谷川　恭雄

吻2 ・森　博嗣
’ 3 ・黒川　善幸

’ 4

要旨 ：本研究で は
，

フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ
ー

トが鉄筋間ある い は 鉄筋 と型枠の 間隙を通過す

る 際 の モ ル タ ル の先送 り現象に 関連する マ ト リ ッ ク ス モ ル タ ル 流出分 離抵抗性 に 与える各

種混和材の 影響を明らか にする こ とを目的 として い る 。 本報で は，フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ
ー

ト中 の マ トリ ッ ク ス モ ル タ ル の 流 出分離 試験 を行 い ，粘塑性 モ デ ル に 基 づ い た定量的 な評

価手法に よっ て
，

マ トリッ クス モ ル タ ル 流出分離抵抗性に及ぼすシ リカ フ ユ
ーム ，高炉 ス

ラ グ微粉末，フ ラ イ ア ッ シ ュ お よび石英砂粉 の 影響に つ い て 検討 した 。

キー
ワ
ー ド ：フレッシュコンクiJ一ト，混和材，分離抵抗性．マFVックスモル夘 流出分離試験 ， 粘塑性モデル

　 1． は じめに

　 フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ
ー トの 材料分離抵抗 性

は
，

コ ン クリ
ー トを均一

に保ち，所要の 強度，

水密性 ， 耐久性 などを有す る硬化 コ ン ク リ
ート

を製 造す る た め に 要 求 さ れ る 重 要 な性質で あ

る 。 特に，高流動 コ ン ク リ
ー

トで は ，フ レ ッ シ

ュ 時の 材料分 離抵抗性 を損な うこ とな く流動性

能 を保持するた め の 合理 的な調合設計 を行 うこ

とが 要求 され る 。

一
方，微粉末を用 い る粉体系

高流動 コ ン ク リー トの 開発 ・実用 化が 進め ら

れ，混和材 の性 質が こ の 種の コ ン ク リー トの 流

動性 に 及ぼす影響 を検討 した研究
1）・2× 3）

が数多く

見 られ るが ，材料分離抵抗性 に及ぼす影響 につ

い て は情報が 少な い の が 実状 で ある 。

　本研究で は
，

フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ
ー トが鉄筋

間ある い は 鉄筋 と型枠の 間隙 を通過す る際の モ

ル タ ル の 先送 り現 象に関 連する材料分離抵抗性

に着目 し
， 各種混和材が フ レ ッ シ ュ コ ン ク リー

トの 材料分離抵抗性 に与える影響 を明 らかにす

る こ とを目的 として い る 。 本報で は，フ レ ッ シ

マ トリ ッ ク ス モ ル タ ル 流出分離抵抗性に 及ぼす

シ リカ フ ユ
ーム ，高炉ス ラグ微粉末 ，

フ ライア

ッ シ ュ お よび石 英砂粉 の 影響に つ い て検討 し

た 。

　2． 実験概 要

　2．1 使用材料

　試料 の作 製 に は
， 普通 ボ ル トラ ン ドセ メ ン

ト，ポ リカ ル ボ ン 酸塩系高性能AE 減水剤 ， 川砂

（ll7V4＝ 2．67），各種混和材 と して ，シ リ カ フ ユ
ーム

（SF），高炉ス ラ グ微粉末 （BS ），フ ラ イ ア ッ シ ュ

（FA ）お よび石英砂粉 （QF）を用 い た 。 各混和材の

密度お よび ブ レ ー
ン 値 を表

一1に示す 。 粗骨材

の 影響 を除外 する た め ，す べ て の 調合 に お い

て，直径 ct＝ 17mm の ガ ラ ス玉 を用 い た 。

表一1　各混和材の 密度お よび比表面積

ユ コ ン ク リー ト中 の マ トリ ッ ク ス モ ル タ ル の 流 高炉 ス ラグ微 粉末（BS ）

出分離試験 レを行 い
， 図一1に示すよ うな粘塑性 フ ラ イ ァ ッ シ ュ （FA ）

モ デ ル に基づ い た定量的な評価手法に よ っ て ，

混 和　材 密度 （kg加 ’

）比表面積 （cm2Zg ）

シ リカ フ ユ
ー

ム （SF） 2，160 200．000

高炉 ス ラグ微 粉末（BS ） 2，830 6，000

フ ラ イ ア ッ シ ユ （FA ） 2
，
170 3

，
230

石英砂粉（QF） 2
，
440 3，000
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　2．2　調合
齟

　表一2に，実験に 用 い た試料の 調 合 を示 す。

い ずれ の 試料 も， 水粉体比 WP をO．32，単位水量

W を175k91mS， 粗 骨材体積 比 Vgを0．33と した 。

また ， 高性 能 AE 減水剤 の添 加 率跚 Pを 2．16％

お よ び 1．97％ の 2水準に変化 させ た 。高性能AE

減水剤添加率蹕 』 2．16％の 試料 に つ い て は，

高炉ス ラ グ微粉末（BS）は置換 率 を

0．05と し ，
シ リ カ フ ユ

ーム （SF），

フ ラ イ ア ッ シ ュ （FA ）， 石 英砂粉

（QF）は 置換 率 を o．05，0．10お よ び

0．15の 3水準 と した 。 高性能ma 減

水剤添 加率 um1 ．97％ の 試料 に SFOsH

つ い て は
， 各種混和材 の 置換 率を

0．05 お よび 0．10の 2 水準 と した 。

　 2．3　測定方 法

　 フ レ ッ シ ュ モ ル タ ル の 性 質を把

握す るた め ，ミ ニ ス ラ ン プ 試験
4）

’
げ 　 　 　 　 　 　 　 分離抵抗

流出分離　　 ．、．性増 大

塑性粘度 η、　　：：：：；；i ／

　　 1　　　 ／

　　 ｝ 眉分離降伏値 σ
〃

　　　　　流出分離応力 暖

図一t　流出分離抵抗の構成則

計

乏 ミ ニ Lフ
・V 一試験 4｝を行 い ，B型回転粘度計 を

用 い て
， 降伏値Trお よ び 塑性粘度ηを求め た 。 ま

た，同時に付着試験
S）も行 っ た 。 そ の 後，粗骨材

を混入 し，ス ラ ン プ フ ロ ー試験 ， 円筒貫入 試験
6x　’），お よび図一2に 示す マ トリ ッ ク ス モ ル タ ル

流出分離試験
4，を実施 した 。 流 出分 離試験機の 下

部に は，ふ る い 目寸法10mm の もの を用 い た。

表一2　コ ン ク リートの 調合表

（a ｝シ リカ フ ユ
ーム （SF）

No．　 翩 P　B シP　W 　　C 　 B5　　5　　G （  ） 正L働 P　m5f

劉 0．320
．001755470837 2．16362

0．00 5470837772
．2

（0．33） 1．97260

SFO5H 0．05 52027827 313
SF10H0 ．320 ，1017549255816772

．2
（0．33）

2．16268

SF15H 0．15 46582806 249

SFO50
．320

．05 52027827 225

SF10 0．1017549255816772
．2

（0．33）
L97220

（b）高炉 ス ラグ微粉末 （BS｝

No ・　 W7P　3ηP　 W 「

　 c　5F 　　8　　G （  ） HA 丕シP　m5f

圃 0．32　　0．05　　175　　520　　27　　 834772 ，2　 　 2．16428

BSO50
．320

．05 52027827 353
BS10 0，1017549255817772

．2
（0．33）

L97381

り

い

図
一2　流 出分離試験装置

（c》フ ラ イ ア ッ シ ュ ｛FA ）

No． 翩 P　E4∠P　W 　　C 　　E4　　5　　G （  ）　腰 m ∫f

FAO5H α05 52027827 398
FAlOH0 ．320 ．1017549255817772

．2
（0．33）

2．16429

FAI5H 0．15 46582806 448

FAO5 0．05 52027827 309
FAlO0

．320
．1017549255817772

．2
（0．33）

1．97369

（d）石英砂 （QF）

No．・ 脚 僻 　wCQF 　 3　 G （膕 晒 Pm ∬

QFO5H 0．05 52027
　　1830

322

QF10H α320 ．1017549255824772 ．2
（0．33）

2．16367

QF15H 0．15 46582817 262

QFO50
．320

．0517552027830 211

qFlO 0．10 49255824772

．2

（0，33）
L97179

［Notes】WM 　Water−Powder　ra吐o ，　Wi　W 鵬 r （kg加
3
），

　R 　Powder（kg加 3
），

　　　a 　Cernent（kg加
3
），
』
S 　Fine　aggregate （kg〆m3 ），

α Coa 隠 e

　　　ag9 【cg 購 （kg加
3

），　vg 　Vdum ¢ ，伽 ction　of　ooarse 　ag9 に ga融∋
，

　　　章哉gゆ卿 granul飢ed　blast一血 mace 　slag （kg加
3
），
　SE 　Silica

　　　嬲貔職飜 講綴獣 鍍 ，灘 駿：）・

．

　　　P・ wder 瓢 i¢ （1FM　QF−P・w ｛hi・rall・，　HA 疎 Hiゆ一  ge　wa 加r−

　　　reducitrg 　AE
．・ag   島瓣 ｝皿 p6wder　ra崛o （％），

　m 趣…1／2。Size
　　　slumtkflOW ▼hlue（  ）．　 　 　 　 　

丁「
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　 3． 実験結果 お よび考察

　3．t　流出分離試験の 結果

　図一3に
， 各試料か ら の マ トリ ッ ク ス モ ル タ

ル の流 出量 Vの 時刻変化曲線 を示す 。 混和材 の

種 類 が 同 じ場 合 ，高性 能 AE 減 水 剤 添 加 量

聯 2．16％の 試料 の 方が 月卿 と L97％ の 試料

よ り ， 最終流出量 が 大 きく，流 出速度 も大 き

い 。高性能AE 減永剤添加量蹴 澗 じ 場 合

は ，シ リ カ フ ユ．一ム （SF），
フ ライ ア ッ シ ュ （F

A），高炉ス ラ グ微粉末（BS＞．石 英砂粉（QF）を周

い た試料の 順に 最終流出量が減少する 。 シ リ カ

フ ユ
ーム （SF）と フ ラ イ ア ッ シ ュ （FA）を用 い た場

混和材の 置換率 ： 0　
− O．05 0．10 O．15

　 1．5
計

．E1．e

虫
× o．5K

　 O．00
　　 20　　4  　　60

　　 　t（s）

ゆ

1’5

ξ1・
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　 0．0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 15

　 　 ゆ

　 　 属 1．0
　 　も
　 　爻 α5

　 　ジ
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給
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も
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ジ
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ρ
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ε

矯

脅
× 0」5

二
　 〇．0
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ρ
鏝 1．0
も

爻　o．5

ζ
　 0．O

　 L5

診

E1 ．0
も
艾 o．s

ざ
　 O．O

　 15

ゆ

fi　1．e
も
艾α5

ざ
　 0，0
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（a）シ リカ フ ユ ・
−mム （SF）（b）高炉ス ラ グ微粉末 ｛BS ｝　（c ｝フ ラ イ ア ッ シュ （FA 》　（d）石英砂粉 （QF）

　　　　　　　　　図 一3　マ トリッ ク ス モ ル タル の流出量レと流 出時間切 関係
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0．4

羣
α3

．添
α2

　 0。1

0．4

（0，3
｛）0．2
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（a｝シ リカ フ ユ
ーム

・
｛SF｝ （b｝高炉ス ラ グ微粉末 （BS｝ （◎）フ ラ イ ア ッ シ ュ （FA） 〈d》石英砂粉 （QF ）

　　　　図
一 4　マ トリ ッ ク ス モ ル タル の津出分離ひずみ速度6

ρ
と流出分離応力Osの関係
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合の 最終流 出量 は 混和材 を用 い な い 基準試料よ

り大 きく，石英砂粉（QF）の 場合は基準試料 よ り

小 さい
。

一
方，高炉 ス ラ グ微粉末（BS ）を用 い た

試料で は，基準試料 よ り大 きくなる場合と，小

さくなる場合があ る。

　 次 に，粘塑性 モ デ ル に 基づ い た定量的な評価

手脚 に よ っ て算出 した，各試料か らの マ ト リ ッ

ク ス モ ル タ ル の 流 出分 離ひず み速度 と流 出分離

応力の 関係 を 図
一4に示す 。 また ，両者の 関係

を直線 で 近似 し，そ の 勾配 お よび横軸の 切片か

ら流出分離塑性粘度η、
お よび流 出分 離降伏値ag

，

を求め，以下 の 考察 に 用 い る 。

　3．2　流 出分 離降伏値および流 出分離塑性粘度

　　　に及 ぼす各種要因 の影響

　図
一5〜8に

，
マ トリ ッ ク ス モ ル タ ル の 流出分

離降伏値 agyお よび流出分離塑性粘度ηsに及 ぼす

ス ラ ン プ フ ロ
ー値Sf，ス ラ ン プ フ ロ ー値 が 50  

に 到達 す る時間 Sfi，　 B 型 回転粘度計 に よ っ て 求

めた モ ル タル の降伏値Tr， 塑性粘度η，モ ル タル

の 相対付着 タ フ ネス S）
　Tarお よび円筒貫入試験に

よ る モ ル タ ル 流入量Fm の 影響 を示す。また ， 表

一3に
， 各種要 因 が 流 出分離降伏ts　o ．

お よび流

出分離塑性粘度ηg の 増減傾向 に及ぼす 影響 を示

す 。 以下，これ らの 各要因の影響に つ い て 考察

する 。

　（1｝　コ ン ク リー トの コ ン シ ス テ ン シー’

　図一5（a ）に よ れ ば
，

シ リカ フ ユ
ーム （SF）で置換

した試料で は，acrはス ラ ン プ フ ロ
ー
値 Sfの 増加

に伴 っ て や や減少す るが ，η，
はSfと ほ と ん ど無

関係で ある 。 高炉 ス ラ グ微粉末（BS）を用 い た試

　 1．5
宙
m1 ．0
℃

50．58

　 0．0

SF：鯉 ）　BS ：
（  　FA ：

［：石ム：l　 QF：
（  　　朋 砕 1．97％ ：黒 　闘 と 2．16％ ：白 CO ：）K

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L5

　 15
雷
゜10
乱

mo

　5
爻

誉 o

　
、、

＼  
セ

・
’

．．、
1令 電

幽
，

竃西
　“，，■■． o毘．1 一

亀

×
）

8

1．0

） 05

40　　60　　80　　100
　　 Sf（cm ）

0．0

（ 15

『

8109
．

×　5
　
se’° 0

　 　 　 40　　60　 80　 100

　　　　　 Sf（cm ）

（a｝ス ラ ン プ フ ロ
ー
値Sf

　図一5

　 1．5
欝

℃ 1・0

爻
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　 0．O

0　 2　 4　 6　 8

　　 Sfi（s）

0　 2　 4　 6

　　　 Sft（s）

　 　1．5

岔 1．o
陰

ξ o・5

8 αo

　 　 15
　 富

　 ll　10
　n

山

　 95
　 乙
　 ざ 08

　　　　　　　　 ｛b）ス ラ ン プ フ ロー50cm
　　　　　　　　　 時間Sft
　 マ トリ ッ ク ス モ ル タ ル の 流出分離降
伏値砺 お よび流出分離塑性粘度η、 とコ ン

ク リ
ー

トの性質の関係

（15P

£ 　10mi

∋
X 　5
　

♂ 0

図一7

　　袋隔鮒灘爨購鴇灘瘰

1・0　　1・5　2・（）　25 　　　　1．0　　1．．5　　2．0　　2．5
　　　 Tar　　　　　　　　　　 Tar 、

　 マ トリ ッ ク ス モ ル タ ル の流 出分離降
　　　　　　　　　　　　　　 とモ ル

ベ

1．0

） 0．5

0　5　10　152025
　　 τr （Pa）

0　　5　10　15　20　25

　 　 τ
ア 〈Pa）

（a）降伏値Tr

O．O

　 15
雷

』IOn
β圃

95
乙
β 0

　　　ρ　　　「」
／
「
　　’

●

’
「

、 へ
i．
’

2101　

98．
　

a6P

　

（

4

η

2

’「髄　驢
∠

し

　　・
　　　噂　’　　　　　「
X

　　1　　．「

　．、
　　，、　　　　　一

24681012

　　η（Pa ・s）

（b）塑性粘度η

図一6　マ トリ ッ クス モ ル タ ル の 流出分離降

　　伏値砺 お よび流 出分離塑性粘度ηs とモ ル

　　タル の 降伏値Trおよび塑性粘度ηの 関係

　 1．5

護1．o
セ

50・5bdlo

．o

一’
図tt8

（15
『

£ 10ng

乙
5

爵 0
0　　20　40　60　80　　　．、　0　　20　40　60　80

　 Fm （mh ）　 　 　 　 1r  （mm ）

マ トリ ッ ク ス モ ル タ ル の 流出分離降伏値

、． 舗繖 覲夢蹉觴裾
円觚 入試験

一
　322　一一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

料 で は
，

（Tsrお よ び η，
は とも に ，　 Stの 増加 と と も　表

一3　各種要因が流出分離降伏値o
，，
および流出

に増加す る傾向が あ る。フ ラ イ ア ッ シ ュ （FA ）を

用 い た試料の 砺 お よび ηsは ，Stの 増加に 伴 っ て

減少す るが ，
Sfiが 80cmを超 える 試料で は増加 に

転 じる。
こ れ は

，
こ の ような試料で は試験前か

ら分離を生 じて い た ため，粗 骨材 の 沈降に よ っ

て 閉塞が 発生 し、値が 増加 した もの と考 えられ

る 。 そ こ で ，以 下 の 考察 お よび表
一3で は こ の

よ うな粗骨材が 沈降 して い る試料 を 除外 し た。

また
， 石英砂粉（QF）を用い た試料 の 砺 お よ び η，

．

は
，
Sfの 増加 に 伴 っ て減少す る。

　
一

方，図
一5（b）に よ れ ば，シリ カ フ ユ

ーム（SD
［Notes】BS ：Ground　granu且ated　blast．fUrnace　slag，

で 置換 した試料で は
，

arrお よびη，
は

，
　 Sftの 増減

とほ とん ど無関係で ある 。 高炉 ス ラ グ微粉末

（BS）の 試料で は ，　 Sftの 増 加 に伴 っ て 減少す る

が ， フ ラ イ ア ッ シ ュ （FA ）お よび石英砂粉（QF）の

試料で は，Sftの 増加 と と もに増加する傾 向を示

す 。

　（2） モ ル タ ル の レ オ ロ ジー性質

　図
一6（a ）に よ る と，

シ リ カ フ ユ
ーム （SF）で 置換

した 試料 で は，砺 お よ び η。
は，Tyの 増 加 に伴 い

やや増加する 。 高炉 ス ラグ微粉 末（BS）の 試料で

は，T．
の 増加に 伴 っ て減少 し，フ ラ イ ア ッ シ ュ

（FA ）の 試料で は
，
　 Tyの 増 加に つ れ て 増加する 傾

向を示す 。ま た
， 石英砂粉（QF）の 場合 に は ，　 Tr

の 増加 と ともに増加す る。

一
方 ， 図

一6（b｝に よ

る と ，
シ リ カ フ ユ

ーム （SF）お よ び高炉 ス ラ グ微

粉末（BS ）で置換 し た試料で は ，　 aevお よび ηg は，η

の 増加 に 伴 っ て 減少する 傾 向を示 す 。 フ ラ イ ア

ッ シ ュ （FA）を用 い た試料の 砺 お よび η。
は，ηの増

加に つ れ て 増加す る 。 また ， 石 英砂粉（QF｝の 試

料で は ， ηの増加 と ともに顕 著に 増加す る。以

上 の 結果 ， 石 英砂粉 の 試料だ け，Oevお よ び ηgが

ともに ，Trお よび ηの 増加 に伴 っ て 増加す る傾向

を示すこ とが わか っ た 。

』

　図
一7に よる と

，
シ リ カ フ ユ

ーム （SF）お よ び石

英砂粉（QF）で 置換 した 試料で は
， 相対付着 タ フ

ネ ス Tarの 増加 に伴 い 6erお よ び η，
が 減少するが ，

シ リカ フ ユ
ーム （SF）で は減少傾 向がや や 緩や か

で あ る 。 また ，高炉 ス ラ グ微粉末（BS ）お よ び フ

ラ イ ア ッ シ ュ （FA ）を用 い た試料で は ，　 Tatの 増加

分離塑性粘度　の 増減傾 向に及ぼす影響
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SF 丶 今 3 丶 、
丶

BS ／ ＼ ＼ ＼ 1 ／
砺

FA 、 → 今 カ ／ ＼

QF ＼ ／ ／ 丶 ＼
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　図一9　マ トリ ッ クス モ ル タ ル の流出分離塑

　　　性粘度ηgと流出分離降伏値砺 の関係

に伴い aevお よ びη，
が増加する 。

　（3｝ 円筒貫入試験 に よ る流入モ ル タ ル値

　図
一8に よれ ば，流 入 モ ル タ ル 値 Fm が 増加 す

る に したが っ て as
，
tsよ び η。

は全体的に 減 少す る

傾向に あ るが ， 高炉ス ラグ微粉末（BS ）を用 い た

試料だけは
， Fm の 増加に伴 っ て 増加する 。

　（4》 混 和材種類

　図
一9に ，マ ト リ ッ ク ス モ ル タ ル の 流 出分 離

塑性粘度 η，
と流出分離降伏値agyの 関係 を示す。

全体的 に
， η∫

は 〔Tevの 増加 に 伴 っ て 増加する 傾 向

を示す 。 同種類の 混和 材を用 い た試料で は，Oev

お よ び ηg は，黒塗 マ
ー

カで 示す HAEre の 少 な い

試料の 方が大 きい
。 また ， Oevお よ び η，

は シ リ カ
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フ L 一ム （sm を用 い た試料が，最 も小 さ く、
’
次

い で 高炉 ス ラ グ磁粉 末（BS），フ ライ ア ッ
；7
’
＝

（FA）， 石英砂粉（QF）の 順 に 大 きい 。 こ れ は，各

種類の 混和材の 比表面積の 大 きさと関係が ある

と考えられ る 。

　シ リ カ フ ユ
ーム （SF）で 置換 した試料は，高炉

ス ラ グ微粉末（BS）や フ ラ イ ア ッ シ ュ （FA）の 試料

よ り流 動性が 低下 し，モ ル タ ル の Tr，ηお よび

Tat　b£比較的大 きい に もかか わ らず ，
　 aevお よ び η，

が 小 さ くな り，
Fm が 大きくな る 傾向が ある 。 比

表面積の 大 きい シ リ カ フ ユ
ーム で は、粒子表面

を覆 うの に必要な水量が増 加す るため Trとηが増

加す る が ，シ リ カ フ ユ
ーム 粒子は サ イズが小 さ

く，形状が丸 い ため，粗骨材の 間隙を通過 しや

す く，流 出分離 抵抗性 が小 さい もの と考え られ

る 。

　高炉 ス ラ グ微粉末（BS）を混入 した 試料で は
，

Tarの 増加 に よ り，砺 お よびη，が増加する 。 こ れ

は，高炉ス ラ グ微粉末の表面に高性能AE 減水剤

が 吸着 して ，強 い 分散性が生 じる こ とに よ り，

粗 骨材表面に付着 した ペ ース トの界面に お ける

欠 陥が減少す るため と考え られ る 。

　 フ ライ ア ッ シ ュ （FA ）は 、 粒子形状が ほぼ球形

で ある た め
，

ベ ア リ ン グ効果 に よ り， フ レ ッ シ

ュ コ ン ク リ
ー

トの 流動性が大 きくな る とされ て

い る 。 フ ライア ッ シ ュ で置換 した試料は rr， ηお

よび Tar：が小 さ い 。 砺 お よ び η，
は 減 少 し，　 Frnが

や や 大 きくな る 。 　 　　 　 、

　石英砂粉（QF）を混入 した試料で は
， 石英砂粉

の 表面に吸着す る高性能AE減水剤が少な く，分

散性が低 い ため，試料の 流動性が低 く ， rrとηが

顕著に大 き くなる 。 こ れ に よ り， Fm が小 さ くな

り，errお よ びη．
が大 き くな る 。 すなわち ，

マ ト

リ ッ ク ス 流 出分離抵抗性は ，主 と して モ ル タ ル

の 降伏値 と塑性粘度 に よ っ て評価で きる もの と

考えられ る。

　 4．　 ま とめ

　各種混和材が フ レ ッ シ ュ コ．ン ク リー トの 分離

抵抗性 に及ぼす影響に つ い て 実験的に検討 した

結果 ， 以下 の ような知見が得られ た。

1）シ リカ フ ユ
ーム （SF）を用い た コ ン ク リ

ー トで

　 は，モ ル タル の 降伏値，塑性粘度および 相対

　 付着 タ フ ネス が比較的大 きい に もか か わ ら

　 ず ，
マ トリ ッ ク ス 流 出分 離抵抗性 は低 下 す

　 る 。

2）石英砂粉（qF）を混入 し た コ ン ク リ
ー

トの マ ト

　 リ ッ ク ス モ ル タ ル 流出分離抵抗性は
，

モ ル タ

　 ル の 降伏値 と塑性粘度 の 増加 に伴っ て 増加す

　 る 。

3）高炉 ス ラグ微粉末（BS）と フ ラ イ ア ッ シ ュ （FA）

　を混入 した コ ン ク リ ー トで は
， 流動性が 同 じ

　 範囲に あれば，その 流出分離抵抗性は 類似 し

　 て い るが ，高炉 ス ラ グ（BS）を用 い た コ ン ク

　 リ
ー

トの 流出分離抵抗性は ，モ ル タ ル の付着

　性 と 相関性が あ る
。
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